
















総務省の「住民基本台帳人口移動報告 平成 30 年（2018 年）結果」（平成 31
年1月）によれば、2018 年における都道府県間移動者数は 253 万 5601 人とな
り、前年に比べ3万 537 人増加した。同報告より、年齢別の都道府県間移動
者数を求めると、最も多いのは 22 歳（164,466 名）であり、2位の 24 歳（123,464
名）を大きく引き離している。3位以降は主に 20 代が続くが、18 歳（82,509 名）
が8位となっており、他の 10 代と比較しても突出して多い。すなわち、我が





訂版」（平成 27 年 12 月）においては、地方の若い世代の多くが大学等の入学
時と卒業時に東京圏へ流出していることを受けて、「地方における自道府県大
自県進学率と地元意識の広さ　 79
学進学者の割合を平均で 36％まで高める（2015 年度道府県平均 32.3％）」こと、
および、「地方における雇用環境の改善を前提に、新規学卒者の道府県内就職
の割合を平均で 80％まで高める（2014 年度道府県平均 66.5％）」ことを重要業
績評価指標として掲げた。
しかし、その後の「まち・ひと・しごと創生総合戦略の KPI 検証に関する
報告書」（平成 29 年 12 月）では、指標のひとつであった「自県大学進学者割
合全国平均」も「新規学卒者の道府県内就職割合」も進捗していないことが
示された。前者は、当初 32.9%（2013 年度）であったものが、現在値は 32.7%
（2017 年度速報値）、後者は当初 71.9％（2012 年度）であったものが、現在値
は 66.1%（2015 年度）であった。
この KPI の点検を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生総合戦略（2018 改訂版）」














































であり、後者は 61,1163 人であった。後者は前者の 96.8％に該当する。前者に













































































































































































































































































































マイナビ（2014）「2015 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
マイナビ（2015）「2016 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
マイナビ（2016）「2017 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
マイナビ（2017）「2018 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
マイナビ（2018）「2019 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
マイナビ（2019）「2020 年卒 マイナビ大学生 U ターン・地元就職に関する調査」
参議院本会議投票結果（第 196 回国会 2018 年5月 25 日）





Percentage of people entering university 
in their home prefecture and Breadth of 
Local consciousness 
Minoru TAZAWA
A person’s hometown was defined in the narrow sense as the prefecture 
where his or her high school is located, whereas it was defined in the broad 
sense as the prefecture that a person recognizes the hometown. The number 
of high school students entering colleges in their hometowns defined in the 
narrow and the broad senses was calculated using the Report on Basic Research 
on School, published by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and 
Technology. The results indicated that in all the prefectures, a person’s home 
prefecture in the broad sense was included in the top 12 prefectures where 
a students’ college was located. However, there were prefectures that were 
not included in the top 12 prefectures, although they were in the same area. 
The percentage of students entering college in the hometown (in the broad 
sense) was high in prefectures of the Kansai area, including Shiga, Hyogo, 
Kyoto, and Osaka, among others, and in prefectures of the Kanto area, such 
as Ibaraki, Tochigi, Saitama, and Chiba, among others. Colleges in Tokyo and 
Kyoto attracted not only students from the two prefectures but also students 
from other prefectures in the same area. 
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